
              ぱしふぃっくびいなすの釜山クルーズ(その 4) 

                            事務局長 池田良穂 

 クルーズ 4日目の 15時には、左舷側に明石の街並みがみえました。海から見ると海外の

町の風景のように見えます。そして明石海峡大橋を通過して大阪湾に入りました。 

神戸には着岸予定より 30分早い 16時半には入港しました。 

今回の「ぱしふっくびいなす」のクルーズは、シップウォッチングが大好きな筆者にとっ

てはとても楽しいクルーズでした。比較的価格の高い日本籍クルーズ客船ですが、今回は 3

泊の短いクルーズだったので費用も 10万円以内に収まってありがたかったですし、食事も

口に合う優しい味の洋食と和食でした。 

乗客数は 400 名を超えていましたが、シップウォッチングに最適なオブザベーションラ

ウンジとトップラウンジはいつでも座席が確保できて快適。写真撮影の時には、すぐにオー

プンデッキに出ることができます。船の姿が見えない時には、すぐ近くの展望浴場でひと風

呂浴びることもできました。ただ、両ラウンジ共に昼間には飲み物のサービスがないので、

部屋まで時々缶ビールを取りに行く必要がありましたが。 

 
① 明石の街並みが見えた頃に神戸～小豆島～高松を結

ぶジャンボフェリー「こんぴら 2」と反航しました。 

 
② 前方に明石海峡大橋が迫ってきました。 

 

 
③ 明石海峡大橋を通過です。 



 
④ 淡路島の北端の岩屋の山の上には、大阪湾周辺の船

舶の動きを監視して、船に航海情報を提供する大阪湾

マーチスが見えました。 

 
⑤ 神戸の街が迫ってきました。  

 
⑥ 神戸港の関門を入るとき、港巡りの遊覧船「Royal 

Princess」と出会い、第 4突堤周辺に停泊する 2隻のフ

ェリー「こうべエキスプレス」と「新鑑真」の姿が見えまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



航海中のメニューをご紹介します。一部、昼食のものが欠けていますが。 





 

 



 

 
 


